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Scanning Electron Microscopic Observations on Dirofilaria immitis 

Yoshiki Aoxi and Daisuke KATAMINE (Department of Parasitology, Institute for Tropicai 
Medicine, Nagasaki University) 

ABSTRACT: The microfilariae separated from the blood were washed three times in phosphate 
buffer solution adjusted to pH 7.2, fixed in 5% glutaraldehyde, dehydrated in a graded series 
of aceton. Under scanning electron microscope, one can clearly observe the striated annular 
appearance running across transversely with regular intervals on the surface of cuticle all over 


the body. 


and any other attachments are not recognizable. 


In high power micrograph, the body surface is almost smooth and pits, tubercles 
The number of the annulation is approximately 
310. The anterior tip of microfilaria forms a cap-like cephalic disk which is provided with a 
single wedge-shaped hook and two small pores. The hook measures about 0.4—0.6 in length 
by 0.34 in width at the base. The pores are round in shape measuring about 0.1y in diameter, 


one of which opens at the center of cephalic disk and another one at the lateral side opposite 


to the hook. 
channels. 


annulus ranked from the anterior tip. 


around the 93rd annulus ranked from the posterior end. 


excretory pore, measuring 0.4—0.5y in diameter. 


is finally connected to the club-shaped tail. 


striations on the surface. 


t 


nili 


近年 走査 型 電子 顕微 鏡 (以下 SEM LET は 寄生 
虫 学 領域 に お いて ふも , 光学 顕微 鏡 ト で 区 別 し に くい 功 
中 の 比較 形態 学 的 研究 や , BERARD iehi E OK 
態 の 観察 に 主として 用 いら れる 様 に な り , 更に 透過 型 
電子 顕微 鏡 (以下 TEM LRT を 用 いて の 内 部 微 
細 構 造 の 観察 の 補助 的 手段 と し て も 応用 きれ て いる . 


Tropical Medicine, 17(1), 


MERO SEM 観察 の 為 の 試料 調整 に つい て も ゃ も , Green 


These two pores may be the orifices of buccal capsule and cephalic ciliary 
The excretory pore is a small round opening, which is situated at nearly the 83rd 


The oval-shaped anal pore is usually demonstrated at 


The size is generally larger than the 


The posterior extremity gradually tapers and 


The tailis about 4—5 long lacking the transverse 
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(1967), Hockley (1968), Hammond(1969), Madden 
et al, (1970), Allison et «1(1972), Miller ez 7.(1972) , 
Weise(1973), Morris(1973), Ubelaker et al.(1973) 
TEX 0 f& A OFDM SH TOS. 

RAJE Dirofilaria immitis HHO TEM に よる 
微細 構造 の 観察 は Sonoda et 41.(1965), Johnson et 
al, 1969), Kozek(1968,1971), McLaren(1969, 1972) 
に より 記載 され て いる . し か し TEM 所 見 の みか ら 仔 
虫 の 立体 微細 構造 を 正確 に 知る こと は 容易 で は な い . 


HARRE Dirofilaria immitis の 微細 構造 に 関 
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する 研究 の ー つ として, SEM を 用 いて 仔 虫 の 体 表 構 
造 を 観察 し た . 


材料 と 方 法 


製 察 に 用 いた 犬 糸状 虫 仔 虫 は 長崎 市 で 捕獲 し た 自然 
感染 犬 の 足 静脈 よ り 得 た . へ ペリ ン 加 試験 管 に 採血 し 
た 犬 血 液 に 1 用 サポ ニン 溶液 を 等 量 加え 溶血 を お こし 
た 後 , 遠 沈 し た . fe OF REST EHC 0.1M 
緩衝 液 (pH7.2) を 加え 仔 虫 を 洗浄 し た . さら に 遠 
沈 , 洗 将 を 3 回 くり 返し た 後 , 任 虫 を 5 め グ ルター ル 
アル デハ イド で 1 時間 固定 し , 上 昇 ア セト ン 系 列 で 脱 
IK, 小 ガ ラス 板 に 滴下 し , 自然 乾燥 し た . 金 蒸着 を 行 
な っ た 試料 を JSM-U3 に て , 加速 電圧 15kv~25kv, 
倍率 1.000-20,000 で 観察 し た . 


形態 の 記載 


fT HAR OMG 

ARK RP ROR Fig. 1 に 示す ど と く , HH 
端 より 尾部 まで 中 体長 軸 に 直角 に 走る 多く の 輪状 潜 が 
存在 し , 1,000 僅 の 弱 拡大 で も 明か に 認め られ る . 倍 
BeOS Bux SL, copus 
則 正 し く 走 り , 仔 貝 体 表 面 を 多く の 体 舞 に 分 け て いる 
こと が わか る . 頭 端 部 及び 排 港 孔 , 肛門 孔 の 存在 する 
体 環 を 除い て , 各 体 環 の 表面 は 全く 平滑 で 小 突 起 や 小 
孔 は 存在 し な い (Fig. 2). 頭 端 よ り 尾 端 まで 存在 す 
る 体 環 の 数 は ほぼ 一 定 で , Table 1 に 示す ご と く , R 
PATA RAF HE 296~321 (平均 306) 個 の 体 環 を 有 す . 
し か し SEM で 観察 きれ た 仔 虫 の 体長 は 177.3 一 


Table 1 Body length and number of annulations 
of D. immitis microfilariae 


Specimens Length (p) BUT 
1 184.6 306 
2 184.7 308 
3 184.7 301 _ 
4 189.5 306 
5 199.3 301 
6 177.3 296 
7 186.7 321 
8 200.4 310 
9 211.0 314 

10 217.6 297 
11 178.9 304 
12 199.4 296 
13 188.7 315 
14 189.7 319 

187.3 307 


-—- 
o 


217.60 CF 2192.09) & KA OF HE CF ülleborn, 1912; 
板垣 , 1938: Taylor, 1960) に 比 し 50—60p 短い . 
脱水 及び 金 蒸着 の 妨 に 試料 を 真空 中 に 置く こと に ょ り 
仔 虫 に 収縮 が お こっ た 為 で あろ う . 時 折り 忠 体 中 3 分 
の 1 の 体 表 面 に Fig. 3 に 示す 様 な 輪状 潜 の 分 岐 が み 
られ , その 前 後に 変形 し た 体 環 が み ら れ る こと と が ある . 


頭 部 

大 糸状 虫 仔 虫 の 頭 端 部 は 帽子 状 あ る い は 半球 状 を 旦 
し て いる . その 表面 は 平滑 で , 一 端 よ RRE 
に 向っ て の びている . $9xj4x0.4—0.69, 起 始 部 で 
の 幅 約 0.3g で 一 般 に 釣 の 失 端 は 第 一 体 環 の ほぼ 中 天 
まで の びている (Hig. 4). し ば し ば 釣 の 先端 の 一 部 , 
ある い は 釣 の すべ て が 第 一 体 環 た に 被 れ た 仔 虫 が 観 穴 さ 
れる (Figs. 5 & 6). 半球 状 の 頭 端 部 に は 。 その 先 


Table 2 Location of excretory pore and 


anal pore 
SR No. of whole Excretory Anal 
annulations pore* _pore** | 
1 296 8l 86 
2 302 83 95 
9 315 85 89 
4 314 90 97 
5 297 83 88 
6 316 88 
7 306 98 
8 281 88 
9 301 95 
10 315 89 
11 296 92 
12 307 92 
13 319 99 
14 84 
15 85 
16 79 
17 82 
18 83 
19 83 
20 78 
21 85 
22 84 
23 79 
24 98 
20 92 
26 96 
27 91 
28 94 


* Showing the annulus ranked from the 
anterior tip. 

** Showing the annulus ranked from the 
posterior tip. 
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Fig. 1. scanning electron micrograph of whole body ( x1,440). 


Figs. 2 & 3. Transversely striated grooves at mid-portion of the body. Abnormal 
bifurcation of the striation rarely present (8,000, x7,000). 
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Figs. 4, 5 & 6. A hook and two small openings on cephalic disk 
(x 20,000, x 12,000, x 12,000). 


F 
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Excretory pore. 83rd annulus ranked from the anterior tip (X 10,000). 


Anal pore. 89th annulus ranked from the posterior tip (x 10,000). 


Caudal portion tapering to club-shaped tail ( x 4,000). 
High power magnification of tail. Transverse striations absent (x 7,000). 
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端 中 央 部 と 釣 の 対称 部 位 に 直径 約 0.1g の 2 つの 小さ 
な 円 形 の 小 孔 が 存在 する (Figs. 5&6). 頭 端 部 に 
続く 第 一 体 環 は 短 円 柱状 の 他 の すべ て の 体 環 と 異 り , 

SICH し た 体 環 長 (輪状 潮間 ORS) は 対 側 に 比べ , 
か な り 短 い (Fig. 4). 


排 港 也 と 肛門 孔 | 
BtjLUdRomixBI 32:01, 頭 端 よ り 数 えて 
78~90% H. (平均 83 番 目 ) の 体 環 の 中 央 に 存在 する 
(Table 2). その 形 は 約 0.2g の 径 を 有する 小 円 形 , あ 
る い は 同 大 の 紡 氏 形 を 量 し て いる . その 形 の ちがい は 
体 環 の 収縮 の 程度 に よる も の と 考え られ る (Fig. 7). 
肛門 孔 は 尾 端 よ り 数 えて 86~99 番 目 (平均 93 番 目 ) 
の 体 環 中 央 に 位置 し CTable 2), 排 港 乾 より 明か に 大 
きく , REK 0.5g, HEW 0.3g の 本 円 形 を 呈し , 
常に その 長径 は 虫 体長 軸 と 直角 の 位置 に ある (Fig.&™. 


尾部 

Fig. 9 に 示す ご と く , Em CA quon, 各 体 
環 は 徐々 に 体 環 長 , 体 環 幅 を 減じ , 尾 端 近く で は 各 体 
環 は 球状 に 変化 し , 一 見 連 珠 様 を 呈す . Enk ob 4~ 
5g の 部 分 は 丁 棒 状 で , coii cid 
在 せ ず , 尾 端 は 鈍 に 終る (Fig. 10). 


考 Et 


すでに Taylor (1960) は 光学 顕微 鏡 下 に 各種 糸状 

虫 仔 虫 の 体 表 に は 多く の 輪状 甘 が 存在 する こと を 報告 
し て いる が , SEM を 用 いる こと に より 更に 詳し い 仔 
虫 の 体 表 微 細 構 造 の 観察 が 可能 で ある . SEM に よる 
観察 に より , は じ め て 犬 糸状 虫 仔 虫 の 体 表 に 約 3100 
輸 状 潜 が 存在 する こと , 虫 体 中 央 部 に 時 折り 輪状 溝 の 
分 岐 が お こる 事 が 明か と な っ た . SEM 所 見 の みか ら 
は 輪状 澄 の 分 岐 が 角度 の 奇形 に よる も の か , 仔 虫 の 発 
育 に と も な うぅ 角 皮 の 変化 に よる も の か 不明 で ある が , 
今後 TEM や その 他 の 方 法 に よ ょ り 追 求 さ れる べき 興味 
ある 所 見 で ある . Sonoda(1965) は TEM を 用 いて 大 
茶 状 虫 仔 虫 の 部 位 に よる 輪状 油 間 の 長 さ の ちがい を 観 
RL, 虫 体 前 半 部 で 1.0—1.3u, 後半 部 で 1.0—0.4g 
と 報じ て いる . SEM 下 で 観察 し た 仔 虫 の 計測 値 は 撮 
影 時 の 傾斜 角度 や 試料 の 収縮 等 に よっ て 正確 さ を 欠く 
75 (徳永 等 , 1971), 本 報 で は 部 位 に よる 体 環 長 の 比 
較 は 行わ ちな か っ た だ た. し か し , Sonoda(1965) の 報告 し 
た ど と く 尾 端 部 に 近づく に つれ て 体 環 長 と 幅 は 徐々 に 
減じ , 輪状 潮 が より 著 明 と な る こと は 明か で ある . 


SEA CARR RHR T SAG, 尾部 の 形 
態 は 重要 な 種 の 鑑別 点 の 1 つ で ある . 4d RIA 
Hf iom 04-5n の 部 分 は 根 棒 状 で 輪状 溝 が な 
い 事 を 本 報 で 明か に し た . 今後 各種 糸状 虫 の 尾 端 部 の 
体 表 構造 の 観察 は 体 環 数 の 観察 と と も に , Brugia 
malayi と B. pahangi E, ある い は D. immitis 
と Dipetalonema reconditum [FEO Z & < JEREMIE 
似 す る 仔 虫 の 比較 研究 に 興味 ある 所 見 を 与え る で あろ 
5, 

Kozek(1968,1971), McLaren(1969,1972), Tongu 
(1974) は ARETE OREM UIT OTRESIC VRO 
頭 端 に Amphids の 前 階 物 と 考え られ る 2 つの 
Cephalic ciliary channels と 1 つの Buccal capsule 
が 開口 する こと を 記載 し て いる . SEM で 観察 され た 
RAK BE BO ARBOR aa CITE Ole の 2 つの 
小 孔 が 見 られ る . SEM 所 見 の み で は 小 有 孔 が いか な る 
器官 の 開口 部 で ある か 不明 で ある が , Tongu (1974) 
等 の 記載 ょ り 中 央 に 存する 小 也 は Buccalcapsule, $53 
の 対 側 に 存する 小 也 は Cephalic ciliary channels の 
1 つの 開口 部 と 考え 々 られ る . fto Cephalic ciliary 
channel の 開口 部 は 負 の 内 側 に 開く と され て お り , 
Symp Nie LIC SEM 下 に 観察 され る で あろ 
D 
DART DARTFORD VETE O C Ld 
知ら れ て いる . 最近 Kozek(1971), McLaren (1972) 
は TEM 下 に 釣 の 存在 を 確認 し て いる が , SEM 観察 
より 釣 の 形 , 存在 部 位 に つい て 更に くわ し い 知 見 が 得 
られ た . 釣 は 頭 端 部 より 後方 に の び , 通常 第 一 体 環 表 
面 よ り 外 側 に 存在 する が , 時 に 釣 が 第 一 体 舞 に 彼 れ て 
いる こと も ある . Esslinger(1962)(37E € 7: B. pahangi 
ffc o$92:8i ACERT SC ERR LT SA, 上 
記 SEM の 所 見 か ら も 釣 は 筋 の 収縮 に より 外 転 , 内 転 
を くり 返し , 何等 か の 生物 学 的 働き を も つも の と 考え 
られ る . 本 研究 で は Kozek(1968), McLaren (1972) 
に より 負 の 近く に 存在 する と 記載 され て いる Lip 様 構 
造 は 全く 観察 され な か っ た . お そら く 彼 等 は 第 一 体 環 
と 第 一 輪状 溝 を あや まっ て Lip と 記載 し た の で あろ 
5. Laurence (1968) は Loa loa,  Wuchereria 
bancrofti, B. pahangi DTREO Hym Sb Fc 
数 本 の 団 突 起 が ある こと を 特殊 葉色 を 行い 認め て い 
5. B. pahangi FED SEM 像 に は 明か に 釣 の 対 側 
の 第 一 体 環 に 3 本 の 琵 突 起 が 見 られ る が REE), 
AAR HB aco MEE は 存在 し な い . 更に 
Laurence (1968) は 各種 糸状 虫 仔 虫 の 釣 の 周囲 に 移 の 
支持 組織 や Oral ring が ある と 記載 し て いる . KA 
RETE の 頭 端 体 家 に は この 様 な 構造 は な く , Mc 


Laren(1972) が 記載 し た 8 個 の Cephalic papillae と 
と も に 半球 状 頭 端 部 の 内 側 に 存在 する 器官 で あろ う . 
Phasmid の 前 階 物 と 考え られ て いる Caudal ciliary 
channels の 開口 部 が 犬 糸 状 虫 仔 虫 の 肛門 孔 の 後方 に 
ある こと が Kozek(1968) に よっ て 報告 され て いる が , 
SEM で は 観察 され な い . この 開口 部 は 極め て 小 き 
く , 文 粘液 様 物質 で 開口 部 が 寒 が かれ 観察 きれ な い の で 
D^, 


摘 E 


EANET Z 用 い て 大 糸状 虫 Dirofilaria 
immitis. 仔 虫 の 体 表 徴 細 構 造 を 観察 し た . FF ROAR 
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に は 顕 端 より 尾部 まで 虫 体長 軸 に 直角 に , ほぼ 等 間隔 
に 走る 約 310 個 の 輪状 溝 が 存在 する . 各 体 環 表 面 は 全 
CMY CHS. 時 に 輪状 溝 の 分 岐 が 見 られ る . 頭 端 は 
半球 状 を 呈し , その 一 端 よ り 長 さ 0.4~0.6 々 ORINE 
方 に の びる . 双頭 端 に は Cephalic ciliary channel 
と Buccal capsule の 開口 部 と 考え られ る 2 つの 小 孔 
2», HE pub c soo Bid. Suiv 
より 約 83 番 且 の 体 環 中 央 部 に 開き , Hic PIN SE 
す . 肛門 孔 は 尾 端 よ りほ ほぼ 93 番 目 の 体 環 中 央 部 に 存 し 
排 注 乾 よ り 大 きく 椿 円 形 を 星 し て いる . 尾 端 に 近づく 
に つれ , 各 体 環 は 小さ く な り , 尾 端 近く で は 一 見 連 珠 
様 を 示す . 尾 端 よ り 4 一 5 の 部 分 は 根 棒 状 で その 表 
面 に は 輪状 溝 は 認め られ な い .. 
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